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問題と目的









































































































やや貧弱 ・ やや豊か ・ 豊かの 4 水準）とし、成長不安
を従属変数とする一要因分散分析を行った。
　その結果、有意な主効果（ 1 ％水準）が認められた
ので、Tukey の HSD 法による多重比較検定を行った
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独立変数 「山」描画による成長不安得点の平均値と標準偏差 F 値 群間差（Tukey）
成長不安
貧弱（n=66） やや貧弱（n=44） やや豊か（n=39） 豊か（n=29）
F（3.174）=23.117**
貧 ・ やや貧＜































































ので、 Tukey の HSD 法による多重比較を行ったとこ






































































































の大学生に施行し、「成長不安」と、 1 ）LMT のアイテム「山」描画， 2 ）PDI での季節設問， 3 ）自
己嫌悪場面の変容志向性（水間，2003）各々との関連を分散分析により検討した。主な結果は以下の通
りであった。 1 ）「山」描画が雄大さ ・ 峻険 ・ 連山等の点で豊かになるほど、成長不安が高くなること，
2 ） 季節に関して「夏」を投影するものは、他の季節に比べて成長不安が高いこと， 3 ）成長不安が高
くなるほど、自己嫌悪感場面でのネガティブ自己変容志向性が高くなること．その後、人間的成長や個
性化の観点から、「成長不安」に関する議論を行った。
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